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Ⅰ．＜取り組んだ課題＞ 
 ご利用者が心地よく生活し、楽しく過ごすため

には、日々の介護業務だけでは十分ではありませ

ん。特定の職員に負担が偏り、活動が停滞・形骸

化している現状がありました。そこで、業務を「広

く浅く」行うのではなく、職員一人ひとりが役割

分担し、得意分野に特化して取り組むことで、活

動の活性化を図ることを目的としました。活動の

活性化は、ご利用者の楽しみの機会や生活のメリ

ハリにつながり、フロア全体の活気向上に貢献し

ます。また、若手職員が多様な活動に関わること

で、役割意識、やりがい、達成感を育み、充実し

た時間を過ごせるようにしたいと考えました。  
Ⅱ．＜具体的な取り組み＞ 

・CS アンケート（利用者アンケート）の結果を

分析し、職員のやりがい向上にむけた取り組み状

況と利用者満足度の変化について確認する。 
・職員が自ら役割を選択し、担当制で活動内容や

時間を計画・実行する機会を設ける。  
・職員の興味や得意分野を活かした役割分担によ

り、自発性を高め、主体的な行動を促す。  
・担当職員間のコミュニケーションを促進し、試

行錯誤を通じて新たな活動を生み出す。  
・委員会活動との連携を強化し、多角的な視点か

ら活動を推進する。 
Ⅲ．<活動の成果と評価> 

 菜園、壁画・塗り絵、写真、誕生会の 4 つの活

動において、職員が 2～4 人のチームに分かれ、

担当制で取り組みました。 
菜園: ベランダでの野菜・花の栽培に取り組み、

収穫したトマトを利用者様に提供し、大変喜ばれ

ました。ただし、冬季の活動については、室内で

できる内容を検討する必要がありました。 

壁画・塗り絵: 月ごとにテーマを設定し、壁画を

作成することで、季節感を提供しました。ご利用

者や職員にもイラスト作成を依頼し、共同作業や

会話のきっかけ作りにもつながりました。 

誕生会: メッセージ付き色紙と写真のプレゼン

ト、誕生者の紹介、記念撮影などを実施し、ご利

用者の笑顔が見られました。また、利用者様の誕

生日や年齢を共有することで、日々の会話がより

豊かになりました。ただし、写真の準備に時間が

かかったり、日程調整に時間が掛かることもあり

ました。 

写真: 壁画やフォトスポットを活用し、ご利用者

の写真を撮影しました。居室で過ごすご利用者の

写真も撮影でき、ご家族にも好評でした。 

委員会活動：新職員歓迎会、職員旅行、新年会の

事後にアンケートを取り、外国人職員から概ね好

評な意見を得ることができた。日本人職員からも

否定的な意見は無かった。避難訓練なども意欲的

に行い、上手に取り組むことができていた。 

これらの活動を通して、職員からは「利用者様の

笑顔が見られて嬉しい」「自分の得意分野で楽しく

活動できた」「ご利用者との共同作業が楽しかっ

た」など、多くの肯定的な意見が寄せられました。 

 
Ⅳ．＜今後の課題＞ 

 今後も役割分担を継続し、活動の質を高めてい

きます。具体的には、写真の準備方法や誕生会の

日程調整、室内で楽しめる植物の選定などを検討

します。また、外国人職員が日本人職員と協力し

て委員会活動や避難訓練の準備などを行う為に

は、マニュアルの見直しや他部署との連携強化が

必要です。   
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あすなろ園は、平成 3 年 11 月に開園して以来 地域に根付き、地域の方と共に成長してき
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